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北
朝
鮮
貨
客
船

「万
景
峰
九
二
」
号
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

右
の
質
問
主
意
書
を
国
会
法
第
七
十
四
条
に
よ

っ
て
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日

参

議
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長
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殿
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●

北
朝
鮮
貨
客
船

「万
景
峰
九
二
」
号
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
朝
鮮
は
、
核
保
有
を
宣
言
し
、
粒
致
問
題
の
早
期
解
決
に
非
協
力
的
な
態
度
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

「万
景
峰
九
二
」
号
が
、
拉
致
被
害
者
家
族
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
抗
議
す
る
中
、
北
朝
鮮
よ
り
新
潟
港
に
繰
り
返
し
入
港
し
て

い
る
。

政
府
は
、

「万
景
峰
九
二
」
号
に
つ
き
、
関
係
法
令
の
連
守
を
徹
底
す
べ
く
立
入
検
査
等
を
徹
底
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
検
査
に
よ
り
法
律
等
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
今
後
、
入
港
禁
止
等
も
含
め
た
対
応
も
真
剣
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一
　

「万
景
峰
九
二
」
号
及
び
そ
の
積
荷
に
関
す
る
検
査
に
つ
い
て

１

　

「万
景
峰
九
二
」
号
自
体
の
船
舶
及
び
そ
の
積
荷
に
つ
い
て
の
検
査
は
、
ど
の
機
関
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

っ
て

い
る
の
か
。
各
入
港
時
の
機
関
ご
と
の
検
査
方
法
、
検
査
に
従
事
す
る
平
均
人
数
と
平
均
検
査
時
間
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
積
荷
の
不
正
持
出
阻
止
や
船
舶
自
体
の
安
全
性
確
保
な
ど

「万
景
峰
九
二
」
号
の
法
令
連
守
徹
底
の
た
め
、
現

在
の
検
査
体
制
で
、
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
十
分
で
な
い
と
考
え
る
場
合
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
つ
も
り



か
示
さ
れ
た
い
。

２

　

「万
景
峰
九
二
」
号
自
体
の
船
舶
及
び
そ
の
積
荷
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
九
月
か
ら
現
在
ま
で
の
間
、
法
律
上
問
題

の
あ
る
事
例
は
あ

っ
た
か
。
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
例
が
問
題
と
さ
れ
た
理
由
、
そ
の
事
例
に
対
す
る
政
府
の
行
政

指
導
や
処
分
等
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

一
一
　

「万
景
峰
九
二
」
号
の
積
荷
に
関
す
る
情
報
公
開
に
つ
い
て

現
在
の
北
朝
鮮
の
核
及
び
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
対
す
る
疑
惑
は
、
日
本
の
安
全
保
障
に
琶
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

「万
景
峰
九
二
」
号
に
よ
る
日
本
か
ら
北
朝
鮮
に
対
す
る
違
法
な
輸
出
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
間
接
的
に
せ
よ
結
果
的
に
軍
事
目
的

へ
の
転
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
物
品
の
輸
出
は
、
た
と
え
合
法
的
で
あ
れ
、
認
め
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
政
府
は
、
国
内
の
極
め
て
深
刻
な
食
料
不
足
を
理
由
と
し
て
、
世
界
各

国
に
食
料
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「万
景
峰
九
二
」
号
に
積
ま
れ
て
い
る
物
品
の
中
に
高
級
食

材
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
政
府
の
言
動
は
著
し
く
整
合
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
る
と
、

「万
景
峰
九
二
」
号
の
積
荷
に
関
す
る
情
報
は
、
世
界
的
に
も
極
め
て
重
要
な
内
容
を

含
ん
で
お
り
、
情
報
の
不
開
示
は
全
く
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
去
る
五
月
二
十
四
日

●



●

●

に

「北
朝
鮮
貨
客
船

『万
景
峰
九
二
』
号
の
積
荷
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」

（以
下

「前
回
質
問
主
意
書
」
と
い
う
。
）
を

提
出
し
、
六
月
三
日
に
内
閣
か
ら
答
弁
書
が
送
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
答
弁
内
容
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
改
め
て
質
問
す
る
。

１
　
前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て

「答
弁
を
差
し
控
え
た
い
」
と
あ
る
部
分
は
、
国
会
法
第
七
十
五
条
に

規
定
す
る
答
弁
義
務
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

２
　
答
弁
を
差
し
控
え
る
事
由
の

一
つ
と
し
て
、

「今
後
、
正
確
な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
し
、
税
関
の
事
務
の
適
正
な
逐

行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
　

「万
景
峰
九
二
」
号
の
積
荷
の
情
報
公
開
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

「支
障
」
が
予
想
さ
れ
る
の
か
。
具
体
的
な
事
例

に
て
示
さ
れ
た
い
。

！□
　
税
関
事
務
に
関
す
る
事
由
は
、　
一
般
論
と
し
て
は
公
正
な
見
解
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
の
核
、
ミ

サ
イ
ル
開
発
疑
惑
な
ど
の
諮
問
題
、
さ
ら
に
長
期
化
し
て
い
る
泣
致
問
題
の
解
決
の
た
め
、

「万
景
峰
九
二
」
号
の
積

荷
の
情
報
公
開
は
、
政
府
の
断
固
た
る
姿
勢
を
示
す
好
機
で
あ
り
、
国
民
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
有
効
な
側
面
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
北
朝
鮮
政
府
の
食
料
支
援
要
請
と
の
整
合
性
を
検
証
す
る
た
め
、
積
荷
に
含
ま
れ
る
食
料
の
情

報
公
開
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
情
報
公
開
に
よ
る
、
多
く
の
位
致
被
害
者
と
そ
の
家
族
を
含
め
た
日
本

三



四

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の

「努
力
」
及
び

「日
本
国
の
主
権
」
並
び
に
北
朝
鮮
諸
問
題
解
決
に
よ
る
世
界
各

国
へ
の

「寄
与
」
と
、
単
な
る

一
隻
の
特
定
船
舶
の
情
報
公
開
に
関
し

「お
そ
れ
」
に
過
ぎ
な
い

「支
障
」
を
比
較
し

た
場
合
、
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

３
　
答
弁
を
差
し
控
え
る
事
由
と
し
て
、
さ
ら
に

「船
舶
の
所
有
者
、
輸
出
者
等
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

！日
　

「万
景
峰
九
二
」
号
の

「船
舶
の
所
有
者
」
と
は
だ
れ
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

日
！　
批
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
の

「正
当
な
利
益
」
と

「万
景
峰
九
二
」
号
の
所
有
者
及
び
積
荷
の
輸
出
者
等
の

「正

当
な
利
益
」
を
比
較
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一ガ
景
峰
九
二
」
号
の
積
荷
に
つ
い
て

前
同
質
問
主
意
書
と
同
様
の
趣
旨
に
よ
り
、
五
月
二
十
日
、
六
月
四
日
及
び
六
月
十
日
の
新
潟
港
入
港
時
に
北
朝
鮮
向
け

と
し
て
積
み
込
ま
れ
た

「万
景
峰
九
二
」
号
の
積
荷
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

１
　
通
関
時
に
把
握
し
て
い
る
現
金
の
件
数
、
件
別
の
金
額
及
び
総
額
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
検
合
な
ど
に
よ
り
、
違
法

な
現
金
の
持
ち
出
し
が
発
覚
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
件
数
、
件
別
の
金
額
と
総
額
及
び
そ
れ
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
も

●

●



示
さ
れ
た
い
。

２
　
メ
ロ
ン
、
ワ
イ
ン
、
霜
降
り
和
牛
及
び
そ
の
他
高
級
食
材
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
名

称
、
数
量
、
購
入
先
、
価
格
等
通
関
時
に
把
握
し
て
い
る
情
報
を
示
さ
れ
た
い
。

３
　
電
子
電
気
製
品
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
称
、
数
量
、
メ
ー
カ
ー
名
、
購
入
先
、
価

格
等
通
関
時
に
把
握
し
て
い
る
情
報
を
示
さ
れ
た
い
。

４
　
機
械
部
品
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
称
、
数
量
、
メ
ー
カ
ー
名
、
購
入
先
、
価
格
等

通
関
時
に
把
推
し
て
い
る
情
報
を
示
さ
れ
た
い
。

四
　
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
関
す
る
答
弁
に
つ
い
て

前
阿
質
問
工
意
書
に
対
す
る
容
弁
書
に
よ
る
と
、

「政
府
と
し
て
、
万
景
峰
九
二
号
に
対
し
特
定
船
舶
の
人
港
の
禁
止
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
た
人
港
禁
止
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い

る

。
１
　
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
●
条
に
は
、

一我
が
日
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
に

「入
港
を
禁
止
す
る
」
と
あ
る
。
北
朝
鮮
に
よ
り
国
民
が
粒
致
さ
れ
、
ミ
サ
イ
ル
が
日
本



海
に
向
け
発
射
さ
れ
た
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
な
ぜ

「現
時
点
に
お
い
て
考
え
て
い
な
い
」
と
言
え
る
の
か
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

政
府
が
考
え
る

「必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
は
、
い
つ
で
あ
る
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


